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交通安全を呼びかけ 

市内 15カ所で民間交通監視所 

「秋の全国交通安全運動」（21～30 日）に合わせ、市内 15 地区に民間交通

監視所を設置します。市交通安全対策協議会の各支部が中心となり、ちらし配

布などを通じて事故防止を呼びかけます。 

１ 日時 

  令和８年９月 28 日（月）、29 日（火） 16 時～19 時の２時間程度 

２ 場所 

  市内 15 地区の主要道路（実施要領参照） 

３ 概要 

  地区の主要道路に設置した交通監視所で、道路を監視しながらちらしと啓

発物品を配布。通行人などへ声をかけ、交通事故の撲滅に向けて市民の交通安

全意識の高揚を図ります。 

４ ＰＲしたい内容、事業のポイント、前回との違いなど 

  ・民間交通監視所は、秋の全国交通安全運動に合わせて毎年設置しています。 

 ・監視所には視覚的な効果を狙い、看板や赤色灯を掲出。自治会や交通関係

団体などと協働で啓発活動を展開します。 

 ・配布するちらしは２種類。夕暮れや夜間のヘッドライト点灯や歩行者の反

射材着用、歩行や運転中の「かもしれない予測」の危険性や「念のため準

備」の重要性を呼びかけます。 

 ・市内では８月 31 日現在、480 件の交通事故が発生（対前年同期比 103 件

増）。死亡事故も２件発生しており、市民に対して交通ルールの順守と交通

安全意識の向上に向けた効果的な啓発が強く求められています。 

５ 他市の状況 

   昨年度は綾瀬、伊勢原、海老名市も実施。 

６ 添付資料 

   実施要領、配布ちらし 

 

本資料の問い合わせ先 

市民交流部 くらし交通安全課 

課長 井上 浩二 電話 046-225-2760 


